
 

 記者発表資料 

                              令和８年９月７日 
東北土木技術人材育成協議会 

 
～基礎技術講習会（インフラＤＸ）を東北各地で開催～ 

令和８年度 官民共同 若手技術者育成 
 

 

 

     社会資本整備に関連する構成機関が相互に連携・協力し、持続的に 
担い手を育成することを目的として、今年度も基礎技術講習会を開催 
します。 

 

 
  将来にわたり高品質な社会資本形成のための担い手育成を目的に、関係機関の連携と協力のもと、土
工や構造物設計、ICT活用などの技術を習得するため、官民共同の講習会を平成２９年度より実施してい
ます。 
昨年度に引き続き、インフラＤＸの推進を図ることを目的に、東北インフラＤＸ人材育成センター（東北

技術事務所）で開催する年１０回の「インフラ DX 講習会」に加えて、宮城県以外の東北各県においても
「インフラ DX講習会」を開催します。 
（※構成機関の関係する官民の若手技術者が受講します。） 

 

令和８年度 基礎技術講習会（インフラＤＸ） 各県開催 
 
【福島県会場】  ９月 ８日（火）  キョウワグループ・テルサホール   

［福島県福島市上町 4-25］ 
 

【岩手県会場】  ９月１７日（木）  マリオス盛岡地域交流センター 
                            ［岩手県盛岡市盛岡駅西通２丁目 9-1］ 

 
【青森県会場】  ９月２９日（火）  新町キューブ 

                            ［青森県青森市新町２丁目 6-25］ 
 
【山形県会場】 １０月２０日（火）  山形県建設会館 

［山形県山形市あさひ町 18－25］ 
 
【秋田県会場】 １０月２９日（木）  秋田地方総合庁舎  

                            ［秋田県秋田市山王４丁目 1-2］ 
 

時 間 ： ９：１５～１６：１５（青森・秋田・山形） 

        ９：４０～１６：１５（岩手）、９：３０～１６：１５（福島） 

定 員 ： ２０名（各会場共通）  
 

  ※土木講習会は６月２４日、インフラＤＸ講習会（東北インフラＤＸ人材育成センター開催）に 

ついては、６月８日、ＩＣＴ・ＵＡＶについては、８月３１日に記者発表しております。 

 
〔  発表記者会 ： 青森県政記者会、岩手県政記者クラブ、宮城県政記者会、秋田県政記者会、 
    山形県政記者クラブ、福島県政記者クラブ、東北電力記者会、東北建設専門紙記者会  〕 

 

問い合わせ先 （ 東北土木技術人材育成協議会 事務局 ） 
 
 １）講習会の開催、協議会について 

     国土交通省 東北地方整備局 東北技術事務所    電話：022-365-8211（代表） 

総括技術情報管理官   松芳 健一 （内線：301） 
 
  



 

２）各会場における開催内容について 
 

【青森県会場】 青森県 県土整備部 整備企画課       電話：017-734-9643（直通） 

                         企画・防災公共推進グループ 総括主幹 川村 明生  

                                               

  【岩手県会場】 岩手県 県土整備部 建設技術振興課    電話：019-629-5951（直通） 

                           技術企画指導担当 主任主査  照井 修 

                         主  任  坂本 大地 

 

  【秋田県会場】 秋田県 建設部 技術管理課        電話：018-860-2431（直通） 

                      チームリーダー  外舘 英樹 

                      技  師        松橋 勇気 

 

  【山形県会場】 山形県 県土整備部 建設企画課      電話：023-630-2772（直通） 

                      建設ＤＸ推進主査       細谷 一樹 

 

  【福島県会場】 福島県 土木部 技術管理課          電話：024-521-7458（直通） 

技術管理担当 主幹兼副課長   吉田 和成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 令和７年度 基礎技術講習会（インフラＤＸ）開催状況 

◇座学ではインフラＤＸ、ＢＩＭ/CIM概論、実習としてＸＲ体験や点群体験実践演習等を実施。 

◇受講者数は、延べ２６１名（官：１３８名 民：１２３名）。◇令和６年度から宮城県を除く東北各県を会場と

して開催。 

 

（参考）協議会の枠組みと活動 

 

 

 

 

 

（青森県）実習１ 建設 AR 

 

（秋田県）実習２ ３次元 CAD 

 

 

 

 

（岩手県）座学 インフラ DX概論 


